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第
三
十
三
回
新
美
南
吉

童
話
賞
に
は
一
八
〇

〇
点
の
応
募
が
あ

り
、
そ
の
中
か
ら
十
七
編
の
作

品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

自
由
創
作
部
門
か
ら
最
優
秀

賞
に
輝
い
た
小
塚
翔
子
さ
ん
作

「
雪
虫
」
は
、
雪
虫
と
い
う
実

在
す
る
昆
虫
が
主
役
の
お
話
で

す
。
ま
だ
雪
を
見
た
こ
と
が
な

い
雪
虫
は
、
秋
の
森
で
リ
ス
、

ワ
カ
サ
ギ
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
、
雪

兎
を
訪
ね
て
、
冬
と
は
ど
ん
な

も
の
か
を
聞
い
て
回
り
ま
す
。

彼
ら
が
語
る
冬
景
色
に
憧
れ
、

自
分
も
雪
に
会
っ
て
み
た
い
と

思
っ
た
雪
虫
は
、「
雪
は
星
の

子
ど
も
」
と
い
う
雪
兎
の
言
葉

に
従
っ
て
、
夜
空
を
高
く
高
く

飛
ん
で
い
き
…
…
。
厳
し
く
も

美
し
い
自
然
の
営
み
。
そ
れ
を

雪
虫
の
目
か
ら
、
優
し
く
巧
み

に
描
い
た
作
品
で
し
た
。

　

新
美
南
吉
オ
マ
ー
ジ
ュ
部
門

の
大
賞
と
な
っ
た
数
井
美
治
さ

ん
作
「
悲
し
み
、
買
い
ま
す
」

は
、「
で
ん
で
ん
む
し
の
か
な

し
み
」
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
作
品
で

す
。
春
。
愛
犬
の
モ
カ
を
亡
く

し
た
〝
ぼ
く
〟
は
、
悲
し
み
が

癒
え
ず
ぼ
う
っ
と
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
あ
や
し

げ
な
男
に
「
そ
の
悲
し
み
、
お

れ
が
買
っ
て
や
ろ
う
か
」
と
持
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ち
か
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
悲
し

み
が
な
く
な
る
な
ら
と
、
た
だ
4

4

で
悲
し
み
を
売
っ
て
し
ま
う
ぼ

く
。
心
は
羽
の
よ
う
に
軽
く
な

り
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
悲
し
み

が
な
く
な
る
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
に
気
が
付
い
て
…
…
。
悲

し
み
と
向
き
合
い
、
出
し
た
ぼ

く
の
結
論
に
、
思
わ
ず
頷
い
て

し
ま
う
お
話
で
し
た
。

　

ど
ち
ら
も
記
念
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
の
入
賞
者
に
つ
い

て
は
、
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　

＊

自
由
創
作
部
門

【
一
般
の
部
】

▽
優
秀
賞

〈
愛
知
県
知
事
賞
〉

「
海
の
イ
ル
カ
」

白し
ら

城き

ア
ン
（
東
京
都
三
鷹
市
）

〈
半
田
市
長
賞
〉

「
ち
ゃ
べ
く
り
ぶ
ど
う
の
木
」

茂し
げ
な
い内
希き

お

こ
保
子（
京
都
府
京
都
市
）

▽
特
別
賞

〈
ミ
ツ
カ
ン
賞
〉

「
星
に
願
い
を
」

山や
ま
ぐ
ち口
タ
オ
（
東
京
都
練
馬
区
）

〈
知
多
信
用
金
庫
賞
〉

「
牛
が
一
頭
」

二に
じ
ょ
う条
正ま

さ
ち
か親
（
滋
賀
県
草
津
市
）

〈
中
部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

株
式
会
社
賞
〉

「
花
ま
る
、
あ
げ
ま
す
」

山や
ま

世せ

孝た
か
ゆ
き幸
（
北
海
道
小
樽
市
）

【
中
学
生
の
部
】

▽
優
秀
賞

〈
公
益
社
団
法
人
半
田
青
年
会

議
所
賞
〉

「
え
ん
ま
大
王
の
夏
休
み
」

稲い
な

葉ば

彩あ
や

乃の

（
千
葉
県
市
川
市
）

▽
特
別
賞

〈
半
田
信
用
金
庫
賞
〉

「
ク
ロ
さ
ん
の
傘
」

鈴す
ず

木き

創そ
う

太た

（
愛
知
県
知
多
市
）

▽
佳
作

「
夢
の
博
物
館
」

本ほ
ん

田だ

結ゆ
い

（
大
阪
府
堺
市
）

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】

▽
優
秀
賞

〈
審
査
員
奨
励
賞
〉

「
お
話
屋
台
」

中な
か
む
ら村
紗さ

や也
（
愛
知
県
安
城
市
）

▽
佳
作

「
ネ
コ
と
ニ
ン
ゲ
ン
」

坂さ
か

田た

詩し
い

花か

（
愛
知
県
半
田
市
）

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

▽
優
秀
賞

〈
中
日
新
聞
社
賞
〉

「
赤
い
ふ
で
ば
こ
の
ね
が
い
」

小こ
ば
や
し林
彩あ

の野（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

▽
佳
作

「
こ
ん
こ
ん
ぱ
か
っ
」

三み

浦う
ら

心こ

桜は
る

（
愛
知
県
安
城
市
）

新
美
南
吉
オ
マ
ー
ジ
ュ
部
門

▽
優
秀
賞

〈
半
田
市
議
会
議
長
賞
〉

「
バ
イ
オ
リ
ン
職
人
と
狐
」

千ち

ば葉
瑶よ

う

子こ

（
東
京
都
豊
島
区
）

▽
特
別
賞

〈
新
美
南
吉
顕
彰
会
賞
〉

「
赤
い
手
ぶ
く
ろ
」

川か
わ

戸と

恵け
い

子こ

（
三
重
県
鈴
鹿
市
）

▽
佳
作

「
お
地
蔵
様
の
草
鞋
」

川か
わ
し
ま嶋

風ふ
う

香か

（
愛
知
県
岡
崎
市
）

　
　
　

＊

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
の
童
話
賞
で
は
、
引
き
続

き
オ
マ
ー
ジ
ュ
部
門
の
対
象
と

な
る
南
吉
作
品
を
広
げ
た
こ
と

で
、
多
種
多
様
な
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
一
番
多
か
っ
た
の
は

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
で
す
が
、「
手

袋
を
買
い
に
」「
で
ん
で
ん
む

し
の
か
な
し
み
」
も
人
気
で
、

オ
マ
ー
ジ
ュ
さ
れ
た
作
品
は
計

二
十
八
編
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

童
話
賞
を
機
に
南
吉
作
品
を
読

み
返
し
て
み
た
と
い
う
方
も
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

入
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
授
賞
式
は

三
月
五
日
（
土
）
に
半
田
市
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、

同
日
、
入
選
作
品
集
『
赤
い
ろ

う
そ
く
』
を
発
売
予
定
で
す
。

　

昨
年
末
か
ら
受
付
け
を
開
始

し
、
二
月
十
日
（
木
）
の
締
め

切
り
ま
で
に
七
二
三
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
内
訳
は
ロ
ゴ

三
九
七
点
、
グ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン

三
一
二
点
、不
明
一
四
点
で
す
。

ど
ち
ら
の
部
門
も
幅
広
い
年
代

か
ら
応
募
が
あ
り
、
職
業
も
学

生
、
会
社
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
様
々
で
、
生
誕

一
一
〇
年
へ
の
関
心
の
高
さ
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
会
は
二
月
二
十
二
日

（
火
）
に
、
半
田
市
役
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
ず
ら
り
と
並
べ

た
作
品
の
中
か
ら
、
審
査
員
が

気
に
な
る
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
た
後
、
全
員
で
協
議
へ
。

意
匠
の
秀
逸
さ
は
も
ち
ろ
ん
、

ロ
ゴ
の
場
合
は
縮
小
に
耐
え
ら

れ
る
か
と
い
う
こ
と
や
、
グ
ッ

ズ
の
場
合
、
ど
の
層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
捉
え
て
い
る
か

な
ど
を
話
し
合
い
、
受
賞
作
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い

て
、
審
査
員
の
高
北
幸
矢
先
生

（
清
須
市
は
る
ひ
美
術
館
館
長
）

は
「
プ
ロ
か
ら
一
般
の
方
ま
で

水
準
が
高
く
、
充
実
し
た
審
査

で
楽
し
か
っ
た
。
今
ま
で
の
南

吉
の
蓄
積
―
―
皆
が
親
し
ん
で

き
た
知
識
や
教
養
、
文
化
の
兆

し
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
た
ち

だ
っ
た
。
未
来
に
向
け
て
南
吉

の
文
化
、
財
産
が
伝
わ
っ
て
い

く
も
の
が
選
ば
れ
た
と
思
う
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
両
部
門
の
最
優
秀
賞

作
品
は
、
三
月
下
旬
ご
ろ
に
記

念
館
Ｈ
Ｐ
で
発
表
さ
れ
ま
す
。

合
わ
せ
て
グ
ッ
ズ
の
先
行
予
約

も
開
始
す
る
予
定
で
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

来
年
、
南
吉
は
生
誕
一
一
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の

ロ
ゴ
と
グ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
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新
美
南
吉
さ
ん
と
の
出
会
い
は
、生
誕
80
周
年
・

没
後
50
周
年
記
念
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」

で
し
た
。
彼
の
名
作
の
数
々
を
つ
づ
っ
た
そ
の
作

品
は
、
１
９
９
３
年
に
初
演
さ
れ
好
評
を
博
し
、

１
９
９
５
年
の
再
演
時
に
は
、
南
吉
さ
ん
の
出
身

地
で
あ
る
半
田
で
開
幕
。
そ
の
日
は
当
時
７
歳
の

私
に
と
っ
て
、
忘
れ
ら
れ
な
い
１
日
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
作
品
の
中
で
、「
明
日
」
と
い
う
詩
を
歌

う
シ
ー
ン
が
あ
り
、
私
が
所
属
し
て
い
た
半
田
少

年
少
女
合
唱
団
の
子
供
達
が
、
一
緒
に
参
加
し
歌

う
事
に
な
っ
た
の
で
す
。
初
め
て
間
近
で
み
る
、

プ
ロ
の
役
者
達
。
出
番
に
向
け
て
、
楽
屋
廊
下
か

ら
舞
台
袖
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
く
「
ご
ん
」
の

後
ろ
姿
を
、
今
で
も
、
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

翌
日
か
ら
、
我
が
家
の
ソ
フ
ァ
は
私
の
ス
テ
ー
ジ

と
な
り
、「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
ご
っ
こ
が
連
日
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

合
唱
団
で
は
そ
の
後
も
、
彼
の
作
品
を
度
々
歌

い
ま
し
た
。
中
で
も
、
大
中
恩
さ
ん
に
よ
っ
て
作

曲
さ
れ
た
「
貝
殻
」
は
、
強
く
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
朗
ら
か
な
童
謡
と
は
違
い
、
内
な
る
悲
し

み
を
表
現
し
た
静
か
な
楽
曲
で
す
が
、
幼
な
い
私

は
こ
の
曲
を
好
ん
で
歌
っ
て
い
ま
し
た
。
子
供
に

は
ま
だ
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
と
妥
協
せ
ず
、
奥
深

い
作
品
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
経
験
は
、
私
の
人

生
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
子
供
か
ら
大
人
ま
で
沢
山
の
方
に
ふ
れ
て
い
っ

て
欲
し
い
名
曲
で
す
。

　

10
年
の
時
が
流
れ
、
成
長
し
た
私
は
音
楽
大
学

で
学
び
な
が
ら
、
舞
台
俳
優
に
な
る
夢
を
叶
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
商
業
演
劇
デ

ビ
ュ
ー
作
品
で
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」

に
出
演
し
て
い
た
役
者
の
先
輩
方
と
共
演
で
き
た

時
は
、
心
の
底
か
ら
嬉
し
か
っ
た
で
す
！

　

大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス

ク
ー
ル
や
芸
能
事
務
所
な
ど
で
、
舞
台
を
目
指
す

子
供
達
の
指
導
者
と
し
て
も
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
出
会
い
や
経
験
に
恵
ま
れ
、
充
実
し
た
日
々

を
送
る
中
で
、突
然
。
―
―
演
劇
の
灯
が
消
え
た
。

　

止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
私
た
ち
の
時
間
と
は
裏
腹

に
、
は
じ
め
て
使
う
言
葉
が
、
次
々
に
入
り
込
ん

で
く
る
。
三
密
・
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
・
社
会
的
距

離
・Zoom

・
不
要
不
急
、
不
要
不
急
、
不
要
不

急
…
…
…
…
…
。

　

段
階
的
に
訪
れ
る
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
に
何
度
も

衝
撃
を
受
け
る
中
、
ふ
と
目
に
止
ま
っ
た
の
が
、

新
美
南
吉
記
念
館
の
「
＃
明
日
を
と
ど
け
る
」
と

い
う
企
画
。
南
吉
さ
ん
の
詩
「
明
日
」
を
、
自
分

ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
発
信

し
よ
う
と
い
う
お
知
ら
せ
で
し
た
。
私
は
「
歌
い

た
い
！
」
の
一
心
で
、
す
ぐ
に
作
曲
に
と
り
か
か

り
ま
し
た
。

　

７
歳
の
頃
歌
っ
た
思
い
出
の
曲
。
あ
の
頃
は
、

先
生
方
に
よ
る
ご
指
導
の
も
と
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

音
を
と
り
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
自
分

が
イ
メ
ー
ジ
し
た
音
と
声
で
誰
か
に
届
け
る
ま
で

を
、
一
人
で
出
来
る
様
に
な
っ
た
ん
だ
な
。
と
、

ピ
ア
ノ
に
向
き
合
い
な
が
ら
感
謝
の
気
持
ち
が
あ

ふ
れ
ま
し
た
。
後
日
、
こ
の
映
像
の
撮
影
を
し
た

場
所
が
、
南
吉
さ
ん
が
上
京
時
代
に
暮
ら
し
て
い

た
街
で
あ
っ
た
事
を
知
り
、
不
思
議
な
ご
縁
も
感

じ
ま
し
た
。

　

時
を
越
え
て
、夢
を
与
え
て
く
れ
た
南
吉
さ
ん
。

短
い
生
涯
の
中
で
、
命
を
燃
や
し
創
り
上
げ
た
作

品
は
、
今
も
な
お
私
達
の
心
に
生
き
続
け
、
芸
術

の
尊
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
素
晴
ら
し
さ

を
受
け
継
ぎ
、
今
後
も
子
供
た
ち
と
音
楽
を
楽
し

み
な
が
ら
、
美
し
い
も
の
を
愛
す
る
心
を
育
ん
で

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

武蔵野音楽大学声楽学科卒。Broadway Dance 
Center Theater course修了。東宝芸能所属俳優。
ファミリーコンサートを中心に幅広く活動中。
乳幼児の音楽指導や、教育プログラムの開発、
劇団四季や東宝ミュージカルに子役を輩出する
など、後進の育成にも力を入れ取り組む。主な
出演に、ミュージカル「魔女の宅急便」絵描き

役。「赤毛のアン」「だいすけお兄さんの世界迷作劇場」全国ツアー。
NHK「紅白歌合戦」テレビ朝日「ミュージックステーション」など。

間瀬 富未子
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「雑誌『赤い鳥』に集った青年たち」― 新美南吉と森三郎を中心に ―

　『赤い鳥』は、特に昭和期において南吉や坪田譲治など新人作家を育てる場となりました。刈谷市
出身の森三郎もその一人であり、鈴木三重吉のもとで童話修行に励みながら、編集者として雑誌の終
刊にも立ち会った人物です。愛読者であった幼少期から、戦後の証言者としての仕事に至るまで、『赤
い鳥』と共にあったその生涯を紹介するとともに、南吉と三郎、さらには彼らと近しかった青年たち
に着眼しながら、同誌がつないだ縁やその意義について考えます。

講師 酒井 晶
ま さ

代
よ

 氏（愛知淑徳大学教授）

【講師プロフィール】1966 年愛知県生まれ。大阪教育大学大学院修士課
程修了。愛知県立大学在学中、勝尾金弥氏の紹介により森三郎さんにイ
ンタビューする機会を得たことがきっかけとなり、大学院で「第二次『赤
い鳥』と森三郎」の研究課題に取り組んだ。その後、小学校教員、財団
法人大阪国際児童文学館 ( 現・大阪国際児童文学振興財団 ) 専門員を経て、
1995 年より愛知淑徳短期大学に勤務。現在は愛知淑徳大学創造表現学
部で児童文学の講義や創作指導に従事。共著に『はじめて学ぶ日本児童
文学史』( ミネルヴァ書房 )、『文化と子ども――子どもへのアプローチ』
( 建帛社 )、『子どもの本 100 問 100 答』( 創元社 ) などがある。

■時　間／ 14 時～ 16 時
■ところ／雁宿ホール講堂（半田市福祉文化会館）
　　　　　半田市雁宿町 1-22-1（名鉄知多半田駅徒歩 5 分）
■定　員／ 150 人（予約者優先）
■申込み／新美南吉記念館まで　☎ 0569-26-4888
■主　催／新美南吉顕彰会・半田市教育委員会

3 月 19 日（土）～ 22 日（火）にかけて、新美南吉没
後 79 年「貝殻忌」イベントを開催します。詳しくは
左のＱＲコードから、記念館ＨＰをご覧ください。

◀

十
一
月
（
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月
）

▼
三
日　

第
33
回
新
美
南
吉
童

話
賞
最
終
審
査
会
。
於
記
念
館

会
議
室
▼
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日　
「
ガ
リ
版
体

験
」。
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参
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▼
28
日　

第

１
７
８
回
読
書
会
。
15
人
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加

▼
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日　
「
み
ん
な
の
南
吉
さ

ん
ス
ト
リ
ー
ト
プ
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ジ
ェ
ク

ト
」
第
１
弾
。
児
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や
地
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業
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ど
が
岩
滑
小

学
校
北
壁
面
の
整
備
を
行
う

十
二
月
（
師
走
）

▼
４
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５
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「
え
と
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形
に

絵
付
け
を
し
よ
う
！
」。
54
人

参
加
▼
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～
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「
手
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」
の
日
。
２
８
０
人
参

加
▼
21
日　

新
美
南
吉
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
募
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一
月
（
睦
月
）

▼
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日　
「
令
和
３
年
度
新
美

南
吉
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
作
品
展
」
始
ま
る
（
～
２

月
６
日
）▼
10
日　

企
画
展「
南

吉
の
旅
」
終
了
。
会
期
中
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者
数
７
７
５
２
人
▼
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日　
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画
展
「
榊
原
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」
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ま
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（
～
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10
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）
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「
日
本
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曲
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ー
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ｎ
東
海
２
０
２

１
」
で
南
吉
特
集
。
於
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抄
‥

（第33回新美南吉顕彰講演会）
貝 殻 忌 講 演 会 入 場

無 料
3/21
（月・祝）


